
埋蔵文化財発掘の届出・通知

現状保存 発掘作業完了

県教育長から慎重工事の指示 県教育長から工事立会の指示 遺物整理作業

工事着手・完了

事業完了

立会調査 調査報告書執筆・刊行

発掘調査終了・発掘調査費
用の清算・支払い

遺跡に影響がない事業計
画、設計や工法に変更等

変更等できず

発掘調査継続

遺跡の保存について協議

遺跡に影響がない設計や工法に変更等 設計や工法の変更できず、遺跡に影響がある場合

県教育長から発掘調査の指示

発掘調査の依頼書、覚書・協定書・契約書の締結

発掘調査の実施【発掘作業、遺物整理作業・調査報告書刊行】

重要な遺跡の発見

遺跡の保存について協議

事業計画の見直し

埋蔵文化財発掘の届出・通知【法第93・94 条】　※93 条は工事着手の60 日前までに届出

必要に応じて確認調査等を実施

確認調査等の結果を添えて、県教育長に副申・進達

遺跡に影響がない場合 遺跡に影響がある場合

史跡に含まれる場合 史跡に含まない場合

工事中に遺跡が発見された場合 現状変更の許可申請

遺跡発見の届出【法第96 条】 現状変更の不許可 現状変更の許可

工事着手

不動産鑑定等 建築確認申請・大規模開発に伴う事前協議等

周知の埋蔵文化財包蔵地に含まない場合  周知の埋蔵文化財包蔵地に含まれる場合

埋蔵文化財発掘　フローチャート

事業計画・開発計画立案等

埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の確認　　※包蔵地に含まれるかどうかの確認・判断は、町教育委員会が行ないます。

民間は93 条届出。国・地方公共団体・独立行政法人、民間のうち政令で定められた者は94 条

県教育長が遺跡に対する影響

の有無等を判断し、事業者へ

県教育長が遺跡に対する影響

の有無等を判断し、事業者へ


